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■
特
集
　
東
ア
ジ
ア
の
占
領
・
開
拓

「
母
」
た
ち
を
め
ぐ
る
声

─
李
恢
成
『
砧
を
う
つ
女
』、『
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
』
に
み
る
樺
太
の
記
憶

奥
村
華
子

 

一　

は
じ
め
に

　

北
海
道
の
北
に
位
置
す
る
サ
ハ
リ
ン
島
は
、
一
八
七
五
年
に
樺
太
・
千

島
交
換
条
約
に
お
い
て
ロ
シ
ア
が
領
土
権
を
得
て
、
流
刑
植
民
地
と
し
て

経
営
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
〇
四
年
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
の
末
期
に
日

本
軍
は
サ
ハ
リ
ン
全
島
を
占
領
。
翌
年
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
島

の
南
半
が
日
本
帝
国
へ
編
入
さ
れ
、
一
九
〇
七
年
の
植
民
地
政
庁
設
置
に

よ
り
、
「
樺
太
」
は
誕
生
す
る
。

　

天
野
尚
樹
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
島
は
帝
国
日
本
の
北
辺
域
で

あ
っ
た
た
め
に
、
膨
張
、
縮
小
し
、
人
の
流
れ
を
規
定
し
た
。
当
初
よ
り

樺
太
で
は
、
資
源
根
拠
地
と
し
て
の
運
用
と
「
国
内
化
」
の
た
め
、
定
住

者
を
植
え
付
け
る
移
住
植
民
地
化
が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
１
）

　

こ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
む
ろ
ん
国
境
の
確
定
と
は
、
地
政
学
的
な

意
味
の
み
を
成
さ
な
い
。
戦
前
の
移
住
奨
励
、
そ
し
て
戦
後
の
引
揚
げ
と

い
う
移
動
の
経
験
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
境
線
の
変
動
は
、
そ
こ
で

生
活
し
て
い
た
人
々
の
記
憶
と
身
体
に
刻
印
さ
れ
る
。
村
田
裕
和
は
「
占

領
」
と
「
開
拓
」
の
重
層
的
な
関
係
に
お
い
て
、
空
間
の
性
質
変
化
は
瞬

時
に
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
意
識
の
中
で
進
行
し
て
い
く
と
述
べ

る
が
、

（
２
）

こ
と
樺
太
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
大
規
模
な
居
住
地
の
変
動
と
、

そ
こ
か
ら
離
れ
て
な
お
残
る
場
所
の
記
憶
と
し
て
、
経
験
さ
れ
た
。
本
稿

は
、
九
州
の
炭
鉱
か
ら
樺
太
へ
と
渡
っ
た
両
親
、
そ
し
て
戦
後
に
離
散
し

た
家
族
を
描
い
た
、
李
恢
成
の
初
期
作
品
の
分
析
を
通
し
、
樺
太
に
お
け

る
在
日
朝
鮮
人
女
性
の
経
験
の
一
端
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
企
図
す
る
。

　

本

稿

で

取

り

上

げ

る
、
「

ま

た

ふ

た

た

び

の

道

」
（
『

群

像

』

一
九
六
九
・
六
）
、
「
砧
を
う
つ
女
」
（
『
季
刊
芸
術
』
一
九
七
一
・
七
）
は
、
こ
れ

ま
で
在
日
朝
鮮
人
女
性
の
物
語
と
し
て
は
受
け
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
喝
破
し
た
の
は
、
朴
裕
河
と
平
田
由
美
で
、
両
者
は
「
ポ
ス
ト
国

家
／
ポ
ス
ト
家
族
」
と
題
さ
れ
た
特
集
（
『
思
想
』
二
〇
〇
三
・
一
一
）
に
お
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い
て
対
を
な
し
つ
つ
、
在
日
朝
鮮
人
文
学
を
迎
え
入
れ
た
一
九
七
〇
年
前

後
の
文
壇
を
批
判
す
る
。
と
も
に
危
機
感
を
示
す
の
は
、
李
恢
成
の
作
品

が
、
民
族
や
国
家
と
い
う
政
治
的
主
題
へ
直
線
的
に
接
続
さ
れ
る
こ
と
だ
。

そ
こ
で
は
、
作
中
で
描
か
れ
る
、
実
母
と
義
母
に
働
い
た
抑
圧
や
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
的
力
学
が
俎
上
に
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
３
）

　

周
知
の
よ
う
に
、
李
恢
成
が
熱
狂
を
も
っ
て
文
壇
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た

と
き
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
傾
向
を
も
つ
作
家
ら
が
「
内
向
の
世
代
」
と

指
弾
さ
れ（

４
）、

そ
の
反
面
、
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
文
学
は
社
会
性
を
備
え
た

も
の
と
評
価
を
受
け
て
い
た（

５
）。

選
評
が
示
す
よ
う
に
、
「
私
小
説
」
的
傾

向
を
も
っ
た
李
恢
成
の
初
期
作
は
「
朝
鮮
人
全
体
の
悲
惨
な
運
命
」

（
６
）

と
日

本
社
会
へ
の
問
題
提
起
と
し
て
解
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
在
日
朝
鮮
人
を
多

面
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
「
自
然
に
、
か
れ
ら
と
対
比
し
て
、
日
本
人
を

多
面
的
に
と
ら
え
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
李

恢
成
」

（
（
（

と
称
揚
さ
れ
た
。
朴
が
鋭
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
在
日
朝
鮮
人

文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
北
朝
鮮
へ
の
帰
国
事
業
が
落
ち
着
い
た
折

に
、
あ
く
ま
で
「
外
国
人
」
と
し
て
、
日
本
社
会
を
照
射
す
る
こ
と
で
文

壇
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
か
さ
ね
て
平
田
は
、
こ
の
よ
う
な
志
向
の
も
と
、

母
や
娘
を
め
ぐ
る
問
題
が
民
族
性
や
国
家
に
奉
仕
す
る
形
で
の
み
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
新
た
な
読
み
を
強
く
要
請
す
る
。

　

朴
と
平
田
の
指
摘
は
、
特
異
な
経
歴
の
男
性
作
家
に
、
長
く
「
正

統
」

（
８
）

た
る
在
日
朝
鮮
人
作
家
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
を
可
能
に
し
た
力
学
の
是
正
を
促
し
て
い
る
。
近
年
、
在
日
朝

鮮
人
女
性
の
文
学
的
営
為
が
捨
象
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、

（
９
）

い
ま
「
樺
太
」
と
い
う
特
質
の
も
と
に
、
李
恢
成

の
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
「
聞

き
書
き
」
と
い
う
枠
組
み
を
参
照
し
、
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
た
出
来
事
を
、

樺
太
に
お
け
る
朝
鮮
人
女
性
の
姿
が
織
り
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
読
み
直

す
。
具
体
的
に
は
、
二
人
の
「
母
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

「
聞
き
書
き
」
は
、
狭
義
に
は
、
あ
る
人
の
経
験
を
他
者
が
、
聞
き
、

書
き
取
る
営
為
を
指
す
。
文
字
史
料
に
拠
る
歴
史
と
は
異
な
っ
た
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
証
言
記
録
と
し
て
注
目
を
集
め
る
一
方
、（

（1
（

と
り
わ
け

文
学
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
の
は
、
語
り
手
と
話
し
手
に
よ
っ
て
成

り
立
つ
「
多
声
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
佐
藤
泉
は
、
「
聞
き

書
き
」
を
、
記
録
か
文
学
か
と
い
う
二
分
法
を
無
化
す
る
新
た
な
「
文
学

性
」
を
備
え
た
も
の
と
定
義
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ

ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ
の
作
品
の
よ
う
に
、
人
々
の
証
言
記
録
を
編
む
営
為
に
、

文
学
性
を
認
め
る
こ
と
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
今
日
、
水
俣
病
患
者
に
よ

る
証
言
の
真
正
な
記
録
で
は
な
い
と
明
ら
か
な
石
牟
礼
道
子
『
苦
海
浄

土
』
（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）
に
記
録
性
と
多
声
性
を
認
め
る
こ
と
で
も

あ
る

（
（1
（

。
渡
辺
京
二
が
想
像
的
な
「
私
小
説
」
だ
と
解
説
を
加
え
た
こ
と
も

あ
る
石
牟
礼
の
作
品
は
、
し
か
し
医
師
の
報
告
書
等
の
記
録
を
含
み
、
か

つ
「
私
」
個
人
に
よ
る
想
像
物
で
な
く
集
団
的
な
創
造
物
た
ら
ん
と
す
る

『
サ
ー
ク
ル
村
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
佐
藤
は
、
語
り
、
聞
く
と
い
う

相
互
行
為
か
ら
成
り
立
つ
「
聞
き
書
き
」
の
言
葉
を
、
単
一
の
声
や
独
立

し
た
客
観
的
事
実
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
組
み
替
え
る
も
の
と
し
て
意
味

付
け
る
。（

（1
（
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そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
「
聞
き
書
き
」
と
は
、
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
を
個

人
に
帰
す
の
で
は
な
く
、
「
書
く
」
こ
と
に
「
聞
く
」
こ
と
が
先
行
す
る

と
想
定
す
る
こ
と
で
、
他
者
と
の
交
渉
か
ら
な
る
言
語
の
生
成
過
程
を
顕

在
化
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

本
稿
で
行
う
の
は
、
李
恢
成
の
作
品
を
対
象
に
、
他
者
の
声
を
「
聞
く
」

と
い
う
行
為
を
前
景
化
し
て
、
母
の
経
験
を
小
説
と
し
て
「
書
く
」
こ
と

の
意
味
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
小
説

で
あ
り
、
作
品
が
「
聞
き
書
き
」
だ
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し

取
り
上
げ
る
二
作
は
、
作
家
に
似
た
来
歴
の
語
り
手
が
、
家
族
の
語
る

母
の
記
憶
、
あ
る
い
は
義
母
の
経
験
の
「
聞
き
手
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
聞
き
手
」
を
軸
に
、
母
た
ち
の
姿
は
ど
の
よ
う
に
し
て
描

か
れ
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
李
恢
成
に
よ
る
作
品
は
、
樺
太
に
お
け
る
家
族
の
経
験

を
描
き
、
戦
後
社
会
を
批
判
す
る
戦
争
体
験
の
「
証
言
」
と
さ
れ
て
き
た

（
（1
（

。

だ
と
す
れ
ば
、
同
時
に
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
「
証
言
」
を

提
示
す
る
手
つ
き
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
二
節
に
お
い
て
「
砧
を
う
つ
女
」

を
対
象
に
、
祖
母
、
父
、
そ
し
て
二
人
の
声
を
聞
く
語
り
手
に
よ
っ
て
母

の
記
憶
が
語
ら
れ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
続
く
三
・
四
節
で
は
、
「
ま
た

ふ
た
た
び
の
道
」
を
取
り
上
げ
、
母
の
死
後
に
や
っ
て
き
た
義
母
の
「
独

白
」
が
、
複
数
の
宛
先
へ
受
け
取
ら
れ
て
い
く
様
相
を
検
討
す
る
。

二　

『
砧
を
う
つ
女
』

─
母
を
語
る
「
声
」
た
ち

　

李
恢
成
は
、
一
九
三
五
年
に
樺
太
・
真
岡
町
（
現
サ
ハ
リ
ン
・
ホ
ル
ム
ス

ク
）
に
黄
海
北
道
出
身
の
李
鳳
変
と
慶
尚
北
道
出
身
の
張
述
伊
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
終
戦
前
年
の
一
二
月
に
母
が
亡
く
な
り
、
翌
年
義
母
を

迎
え
る
。
四
七
年
七
月
樺
太
を
引
揚
げ
る
が
、（

（1
（

函
館
に
つ
い
た
の
ち
密

航
者
と
し
て
九
州
に
強
制
送
還
さ
れ
針
尾
島
収
容
所
に
収
監
、
札
幌
に
落

ち
着
く
。
引
揚
げ
時
、
祖
父
母
と
、
義
母
の
連
れ
子
の
義
姉
、
従
兄
弟
は

サ
ハ
リ
ン
に
残
さ
れ
た
。
早
稲
田
大
学
露
文
科
を
卒
業
後
、
五
年
ほ
ど
朝

鮮
総
連
中
央
教
育
部
、
朝
鮮
新
報
社
に
勤
務
し
、
そ
の
傍
ら
創
作
活
動
を

始
め
る
。
ほ
ぼ
、
こ
の
よ
う
な
来
歴
に
沿
っ
て
、
綴
ら
れ
た
の
が
本
稿
で

取
り
上
げ
る
二
作
で
あ
る
。
う
ち
本
節
で
分
析
す
る
『
砧
を
う
つ
女
』
で

は
、
一
九
七
〇
年
の
秋
に
母
の
出
身
地
で
あ
る
慶
尚
北
道
を
訪
ね
た
こ
と

を
契
機
に
、
敗
戦
前
に
亡
く
な
っ
た
母
を
回
想
し
つ
つ
書
か
れ
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、
お
お
む
ね
母
の
記
憶
を
め
ぐ
る
語
り
手
（
＝
作
者
）

の
民
族
意
識
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
金
貞
愛
は
自
身
の
身
の
上
を
愚
痴
と

し
て
語
る
「
身
世
打
令
」
が
、
本
作
で
は
、
母
の
追
憶
を
語
る
「
身
勢
打

鈴
」
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
民
族
精
神
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

表
出
で
あ
る
と
し
た
。（

（1
（

西
成
彦
と
山
﨑
正
純
は
、
結
末
の
母
の
表
象
が
、

作
者
に
と
っ
て
「
朝
鮮
人
意
識
」
を
凝
固
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

し
た

（
（1
（

。
力
点
が
異
な
る
の
は
林
相
珉
で
、
父
、
母
の
描
か
れ
方
が
一
枚
岩

で
は
な
い
こ
と
を
、
朝
鮮
と
日
本
の
間
に
あ
る
作
者
の
立
ち
位
置
の
象
徴

と
読
む

（
（1
（

。
前
述
の
朴
の
論
で
は
、
母
と
そ
の
死
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
志
を
与

え
、
〈
民
族
の
娘
〉
の
物
語
と
す
る
こ
と
で
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
」
を
求

め
る
期
待
に
沿
お
う
と
し
た
と
、
作
家
と
文
壇
の
共
犯
関
係
が
批
判
さ
れ
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て
い
る
。（

（1
（

朴
の
批
判
は
、
こ
の
よ
う
な
囲
い
込
み
が
家
庭
内
で
の
夫
の

暴
力
を
隠
蔽
し
て
い
る
と
す
る
点
で
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
し
か
し
本

作
に
、
母
の
経
験
を
読
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

先
行
研
究
で
共
通
し
て
等
関
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
現
在
の
視
点
が
介

入
し
な
が
ら
、
一
九
四
四
年
の
母
の
死
を
回
想
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
た
と
え
ば
金
の
い
う
、
祖
母
の
「
身
勢
打
鈴
」
が
、
李
恢
成

の
手
で
小
説
と
し
て
継
承
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
修
正
を
要
す
る
。
本
作

は
、
語
り
手
が
「
聞
き
手
」
に
据
え
ら
れ
、
祖
母
は
「
娘
」
の
姿
を
、
父

は
「
母
」
の
姿
を
語
る
。
語
り
手
は
、
こ
の
よ
う
な
祖
母
と
父
の
声
と
、

語
り
手
自
身
が
見
聞
き
し
た
記
憶
を
、
後
年
の
視
点
を
交
え
て
繋
ぎ
合
わ

せ
、
母
の
姿
を
再
構
成
し
て
お
り
、
単
な
る
継
承
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
は
祖
母
の
「
身
勢
打
鈴
」
の
描
写
か
ら
、
本
作
の
特
徴
を
お
さ
え
て

み
よ
う
。

　

母
の
死
後
、
少
年
時
代
の
語
り
手
は
、
嘆
き
語
る
祖
母
の
「
聞
き
手
」

と
な
る
。
語
り
手
は
、
そ
れ
が
「
身
勢
打
鈴
」で
あ
る
こ
と
を
「
後
で
知
っ
た
」

（
二
五
三
）
と
い
い
、
「
僕
は
こ
の
老
婆
を
い
さ
さ
か
持
て
余
し
気
味
で
眺

め
て
い
る
」
（
二
五
四
）
と
い
う
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
後
年
の
認
識
で
、
祖
母

の
嘆
き
を
「
身
勢
打
鈴
」
と
判
断
す
る
の
は
、
か
つ
て
の
自
身
を
俯
瞰
し

て
の
こ
と
だ
。
「
身
勢
打
鈴
」
は
、
「
耳
を
澄
ま
せ
ば
（
中
略
）
甦
っ
て
く

る
よ
う
だ
」
（
二
五
三
）
と
、
は
じ
め
祖
母
の
声
を
想
起
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
語
り
手
の
想
像
す
る
情
景
描
写
な
ど
が
加
わ

り
、
語
り
直
さ
れ
て
い
く
。
重
要
な
の
は
、「
身
勢
打
鈴
」
の
合
間
や
後
に
、

祖
母
が
直
接
見
聞
き
し
た
の
で
は
な
い
記
憶
が
接
続
さ
れ
て
い
く
点
だ
。

　

祖
母
の
語
り
の
合
間
に
は
、
「
一
九
三
九
年
」
に
幼
い
語
り
手
が
、
着

物
を
着
た
母
と
共
に
里
帰
り
し
た
記
憶
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
（
二
五
五
）
。

し
か
し
実
際
に
張
述
伊
が
故
郷
へ
戻
っ
た
の
は
、
翌
年
で
あ
る

（
（1
（

。
あ
え
て

こ
の
年
と
明
記
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
中
央
共
和
会
の
発
足
に
伴
い
、

一
九
三
九
年
か
ら
日
本
語
の
普
及
や
「
内
地
服
」
（
着
物
）
の
着
用
等
の

同
化
政
策
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
す
え
る
た
め
だ
ろ
う

（
（2
（

。
李
恢
成

の
両
親
が
従
事
し
た
炭
鉱
は
、
他
産
業
よ
り
労
働
条
件
が
見
劣
り
す
る
た

め
、こ
の
年
か
ら
朝
鮮
南
部
の
農
村
の
「
過
剰
人
口
」
滞
留
地
域
に
対
し
て
、

積
極
的
募
集
を
行
い
、
労
働
の
担
い
手
以
外
の
家
族
の
呼
び
寄
せ
を
奨
励

し
て
い
た

（
（2
（

。
語
り
手
の
記
憶
を
導
き
に
時
期
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
祖
母

が
「
国
を
奪
わ
れ
た
上
に
娘
ま
で
攫
わ
れ
」
た
と
嘆
く
一
方
、
そ
ん
な
非

道
を
働
く
「
盗ト

ド
ン
ノ
ム

っ
人
の
国
」
（
二
五
四
）
か
ら
戻
ら
な
い
こ
と
を
「
ど
こ
の

馬
の
骨
と
も
知
ら
ぬ
男
を
い
っ
ぱ
し
に
啣
え
こ
ん
で
…
…
」
（
二
五
五
）
と
、

娘
が
貞
淑
さ
を
欠
く
か
の
よ
う
に
い
う
の
に
抗
し
て
、
歴
史
的
背
景
を
強

調
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
う
え
語
り
手
は
、
一
人
娘
と
し
て
し
っ
か

り
し
た
夫
を
迎
え
る
よ
う
望
ま
れ
て
い
た
の
に
反
し
、
母
は
邑
で
砧
を
う

つ
人
生
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
日
本
へ
渡
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
え

す
る
の
だ
（
二
五
四
）
。

　

加
え
て
、「
身
勢
打
鈴
に
よ
る
と
（
中
略
）
そ
の
女
は
眼
に
涙
を
浮
べ
て

「
母
さ
ん
」
と
老
母
に
駆
け
寄
っ
て
い
た
」
（
二
五
六
）
と
、
述
伊
の
帰
郷

の
時
点
で
祖
母
の
語
り
は
一
度
閉
じ
、
祖
母
の
娘
、
あ
る
い
は
語
り
手
の

母
で
は
な
く
、
「
張
述
伊
」
と
父
の
会
話
が
三
人
称
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
祖
母
の
不
在
時
に
披
瀝
さ
れ
る
の
は
、
述
伊
が
生
み
の
母
と
育
て
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の
母
と
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
動
機
だ
。
会
話
が
実
際
の

も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
祖
母
の
知
ら
な
い
母
の
姿
が
、
母
自
身
の
声

と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ

う
な
語
り
の
繋
ぎ
合
わ
せ
は
、
父
に
よ
る
母
の
語
り
で
も
生
じ
て
い
る
。

　

夫
か
ら
暴
力
を
受
け
た
述
伊
が
、
ト
ラ
ン
ク
を
手
に
出
奔
を
試
み
る
箇

所
が
あ
る
。
朴
は
、
家
を
出
る
母
が
い
ち
ど
詰
め
た
日
本
の
着
物
を
裂
き
、

チ
ョ
ゴ
リ
、
チ
マ
を
押
し
入
れ
か
ら
入
れ
直
す
箇
所
を
指
し
、
前
述
の
祖

母
の
「
身
勢
打
鈴
」
同
様
、
母
の
死
を
「
国
を
奪
わ
れ
た
朝
鮮
の
女
の
悲

し
い
運
命
」
に
回
収
す
る
も
の
だ
と
批
判
し
た

（
（2
（

。
直
後
に
、
述
伊
の
死
後
、

父
が
押
し
入
れ
か
ら
母
の
愛
情
の
結
晶
の
よ
う
な
、
整
え
ら
れ
た
子
ど
も

ら
の
衣
類
を
見
つ
け
涙
し
た
と
あ
り
、
一
見
崇
高
な
母
の
姿
が
描
か
れ
る

か
の
よ
う
な
箇
所
で
は
あ
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
直
前
に
は
、

理
想
的
な
母
像
に
相
反
し
、
家
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
を
試
み
た
女
性
の
姿

が
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
逃
亡
を
阻
ん
だ
の
が
ほ

か
な
ら
な
い
語
り
手
だ
っ
た
と
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
だ
。

　

述
伊
が
家
を
出
よ
う
と
し
た
際
、
そ
の
足
を
止
め
た
の
は
子
ど
も
ら
の

「
非
難
と
哀
願
の
こ
も
っ
た
す
る
ど
い
声
」
（
二
六
五
）
だ
っ
た
。
家
の
敷

居
を
跨
い
だ
と
た
ん
、
子
ど
も
の
声
を
聞
き
、
女
性
は
う
ず
く
ま
る
。
そ

の
姿
は
、
母
で
あ
る
こ
と
を
や
め
他
人
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
に
、
ふ

た
た
び
敷
居
を
越
え
、
母
へ
と
呼
び
戻
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
追
い
縋
る
子

ど
も
の
頃
の
自
分
が
、
あ
る
女
性
を
母
の
座
に
封
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
記

憶
で
あ
る
。
後
年
の
語
り
手
は
、
自
身
ら
の
声
が
「
母
の
耳
に
せ
め
ぎ
こ

ん
で
い
っ
た
」
（
二
六
五
）
こ
と
が
、
母
の
決
意
を
崩
し
た
と
明
確
に
い
う
。

李
恢
成
は
、
一
九
九
一
年
に
本
作
が
再
度
単
行
本
化
さ
れ
た
際
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　

母
の
こ
と
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
私
は
そ
の
追
憶
の
た
め
に
筆

が
と
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
追
憶
に
流
さ
れ
ず
に
、

母
の
生
涯
を
、
男
と
女
の
力
関
係
の
中
、
社
会
の
抑
圧
と
い
う
二
重

の
く
び
き
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
試
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
う
す

る
こ
と
だ
け
が
、
彼
女
の
短
い
人
生
を
は
か
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
距

離
と
方
法
で
あ
っ
た
と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
る
。（

（2
（

　

子
ど
も
が
「
二
重
の
く
び
き
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
長
じ

た
語
り
手
に
、
そ
れ
に
加
担
し
た
責
任
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

母
の
声
を
そ
の
ま
ま
代
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
西
成
彦
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
語
り
手
の
言
語
活
動
は
、
朝
鮮
語
と
日
本
語
の
「
家
庭

内
の
二
言
語
間
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た

（
（2
（

。
敗
戦

以
前
に
日
本
語
教
育
を
受
け
て
い
た
李
恢
成
が
朝
鮮
語
を
本
格
的
に
身
に

つ
け
る
の
は
大
学
進
学
時
で
あ
る

（
（2
（

。
作
者
と
ほ
ぼ
同
様
の
環
境
が
設
定
さ

れ
た
本
作
で
は
、
母
と
祖
母
の
言
葉
は
方
言
の
ま
じ
っ
た
朝
鮮
語
、
母
と

父
の
言
葉
は
、
二
人
が
出
会
っ
た
炭
鉱
特
有
の
言
葉
を
含
む
日
本
語
と
朝

鮮
語
の
併
用
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
語
り
手
に
は
把
捉
し
え
な
か
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。

　

母
を
語
る
祖
母
の
語
り
で
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
化
を
背
景
に
、
邑

を
出
て
樺
太
へ
行
け
ば
節
操
の
な
さ
を
咎
め
ら
れ
、
夫
の
語
り
で
は
、
暴
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力
に
耐
え
か
ね
て
い
た
こ
と
は
捨
象
さ
れ
、
美
し
い
母
と
し
て
形
象
さ
れ

る
。
「
聞
き
手
」
と
し
て
の
語
り
手
が
、
理
想
的
な
娘
や
母
像
を
語
る
祖

母
と
父
の
声
を
描
く
の
は
、
述
伊
が
、
死
後
も
「
二
重
の
く
び
き
」
か
ら

自
由
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
本
作
は
、
母
を
〈
民
族
の
娘
〉
と
し
て
形
象

し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
母
を
め
ぐ
る
声
が
、
そ
の
死
後
に

も
、
母
を
ひ
と
つ
の
像
に
回
収
し
よ
う
と
す
る
力
学
自
体
を
浮
き
彫
り
に

し
、
そ
の
う
え
で
両
者
の
語
り
に
収
斂
し
な
い
述
伊
の
姿
を
混
入
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
か
。
語
り
手
は
、
自
身
も
母
の
境
遇
や
言
葉
を
知
悉
し
え

な
い
た
め
に
、
母
の
真
実
の
姿
と
い
う
よ
う
に
は
描
か
な
い
。
し
か
し
同

時
に
、
李
恢
成
に
似
せ
た
「
聞
き
手
」
と
し
て
の
語
り
手
は
、
小
説
に
先

行
し
て
、
「
自
分
の
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
十
分
に
喋
る
余
裕
を
あ
た
え

ら
れ
な
か
っ
た
」
（
二
六
四
）
と
い
う
述
伊
の
、
密
か
な
声
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
せ
る
。　
　

　

炭
鉱
に
暮
ら
し
た
戦
前
の
朝
鮮
人
女
性
は
、
家
庭
内
労
働
を
一
手
に
担

い
、
外
界
と
の
接
触
が
少
な
く
、
朝
鮮
人
男
性
に
比
し
て
も
そ
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
資
料
が
少
な
い

（
（2
（

。
本
作
に
お
い
て
、
「
二
重
の
く
び
き
」

に
捉
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
朝
鮮
人
女
性
の
生
を
描
く
こ
と
は
、
そ
の

よ
う
な
点
で
も
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
。

　

母
を
語
る
人
物
ら
の
声
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
本
作
に
対
し
、
次
節
で

は
、
「
独
白
」
の
よ
う
に
し
て
語
ら
れ
る
義
母
の
声
を
主
軸
に
し
た
『
ま

た
ふ
た
た
び
の
道
』
を
取
り
上
げ
る
。

三　

「
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
」

─
「
独
白
」
の
宛
先

　

本
節
で
は
、
『
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
』
を
取
り
上
げ
る
。
原
題
は
「
趙

家
の
憂
鬱
」
（
『
群
像
』
一
九
六
九
・
六
）
で
、
三
章
か
ら
成
る
。
李
恢
成
に

よ
く
似
た
経
歴
を
持
つ
趙
哲
午
が
、
子
供
時
代
の
回
想
を
挟
み
つ
つ
、
敗

戦
直
後
に
生
じ
た
一
族
の
離
散
と
、
一
九
六
九
年
前
後
の
義
母
と
の
別
れ

を
物
語
る
。
第
一
章
は
、
一
九
四
五
年
夏
か
ら
四
七
年
春
の
樺
太
真
岡

町
（
現
・
サ
ハ
リ
ン
、
ホ
ル
ム
ス
ク
）
が
舞
台
で
、
義
母
が
趙
家
に
来
て
か

ら
、
祖
父
母
と
義
姉
・
豊
子
を
残
し
、
引
揚
げ
る
ま
で
の
回
想
が
中
心
と

な
る
。
第
二
章
で
は
父
の
死
後
に
生
じ
た
義
母
の
再
婚
を
め
ぐ
る
家
族
会

議
と
、
哲
午
の
高
校
時
代
の
友
人
・
西
条
と
の
再
会
が
描
か
れ
る
。
第
三

章
で
は
、
現
在
時
に
お
い
て
、
哲
午
は
義
母
が
北
朝
鮮
へ
帰
還
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
妻
・
安
煕
に
促
さ
れ
て
義
母
の
も
と
へ
再
び
向

か
う
。

 

梁
明
心
は
、
戦
時
中
の
生
活
や
戦
後
の
家
族
と
の
離
別
が
繰
り
返
し
描

か
れ
る
点
を
指
し
、
作
家
李
恢
成
の
原
点
を
サ
ハ
リ
ン
に
求
め
る

（
（2
（

。
ま
た
、

川
原
崎
尚
子
は
そ
の
半
生
を
材
に
、
一
族
の
苦
難
と
離
散
が
在
日
朝
鮮
人

の
生
活
史
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

（
（2
（

。
ま
た
、
金
貞
愛
は

朝
鮮
総
連
時
代
に
書
か
れ
た
「
そ
の
前
夜
」
（
『
統
一
評
論
』
一
九
六
四
・
九
）

と
比
較
し
、
祖
国
分
断
の
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
で
、
小
説
世
界
に
も
変

化
が
生
じ
て
い
る
と
論
究
す
る

（
（2
（

。

　

義
母
の
帰
国
を
め
ぐ
っ
て
再
び
「
家
族
」
の
分
裂
が
生
じ
る
こ
と
が
主

題
だ
と
前
提
と
さ
れ
る
一
方
、
契
機
と
な
る
義
母
や
そ
の
語
り
は
素
通
り

さ
れ
、
必
ず
し
も
十
分
に
は
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

（
（3
（

。
三
節
と
四
節
で
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取
り
上
げ
る
の
は
、
義
母
の
「
独
白
」
（
五
八
）
と
、
そ
し
て
そ
の
声
の

行
き
着
く
宛
先
だ
。

　

義
母
の
「
独
白
」
と
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
哲
午
の
す
ぐ
下
の
妹
・

順
南
の
詰
難
に
応
答
し
、
再
婚
を
め
ぐ
る
「
家
族
会
議
」
で
口
を
つ
い
て

出
た
も
の
で
あ
る
。

「
言
え
ば
言
葉
だ
と
思
っ
て
。
言
葉
っ
て
も
の
は
鉄
砲
玉
と
同
じ
な

ん
だ
よ
。
い
ち
ど
言
っ
た
ら
も
う
あ
と
に
は
戻
ら
な
い
ん
だ
か
ら
。

そ
り
ゃ
、
充
分
な
こ
と
は
し
て
や
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
で

も
わ
ち
は
二
十
五
歳
で
や
っ
て
き
て
、
ず
っ
と
五
人
の
子
供
を
育
て

て
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
言
い
た
く
な
い
さ
。
け
れ
ど
あ
ん
ま
り
だ

か
ら
言
う
ん
だ
よ
。
と
う
さ
ん
は
、
わ
ち
に
逢
っ
た
と
き
、
子
ど
も

は
二
人
き
り
し
か
い
な
い
と
言
っ
た
の
さ
。
そ
れ
な
ら
豊
子
を
連
れ

て
三
人
何
と
か
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
つ
い
て
き
た
。
そ
し
た
ら

ど
う
だ
っ
た
の
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
五
人
も
子
供
が
出
て
き
て
─
─
と
う

さ
ん
は
わ
ち
を
欺
し
て
連
れ
て
き
た
の
さ
」
（
五
七
）

　

義
母
は
、
趙
家
に
来
る
ま
で
、
義
理
の
子
が
五
人
い
る
と
知
ら
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
「
ず
っ
と
子
ど
も
ら
を
育
て
て
き
て
年
を
と
っ
ち
ゃ
っ
た
」

と
い
う
義
母
は
、
「
こ
れ
か
ら
で
も
自
分
で
生
き
て
み
た
い
」
（
五
八
）
と
、

再
婚
を
決
意
す
る
。
一
章
で
は
、
趙
家
と
、
な
か
な
か
義
母
に
懐
か
な
い

子
ど
も
ら
の
中
で
、
居
場
所
を
得
る
た
め
豊
子
に
構
わ
な
く
な
る
母
の
非

情
が
描
写
さ
れ
る
の
に
反
し
、
二
章
で
は
、
母
の
口
か
ら
、
豊
子
を
残
し

た
後
悔
と
、
家
庭
内
で
の
孤
立
感
が
語
ら
れ
る
。
『
砧
を
う
つ
女
』
に
も

通
じ
る
よ
う
に
、
義
母
の
苦
し
み
の
一
因
に
、
家
族
の
存
在
が
あ
っ
た
と

明
ら
か
に
な
る
箇
所
だ
。
重
要
な
の
は
、こ
こ
で
の
義
母
の
言
葉
が
「
独
白
」

と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
子
ど
も
ら
は
、
「
歎
き
を
ど
う
受
け
止
め
て
よ
い

の
か
困
惑
し
て
」
（
五
七
）
言
葉
を
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
静
寂
の
な

か
で
」
「
い
つ
ま
で
も
続
い
た
」
（
五
八
）
と
い
う
義
母
の
語
り
は
、
こ
の

時
点
で
は
受
け
手
を
欠
き
、
宛
先
を
宙
吊
り
に
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

う
つ
る
。

　

こ
の
「
独
白
」
に
対
す
る
反
応
が
示
さ
れ
る
の
は
後
日
の
こ
と
で
、
二

番
目
の
兄
・
炳
午
は
、
東
京
の
哲
午
に
送
っ
た
手
紙
の
中
で
、
義
母
の
境

遇
に
同
情
し
、
再
出
発
を
応
援
す
る
と
い
う
。
こ
の
手
紙
に
促
さ
れ
る
よ

う
に
、
哲
午
は
義
母
へ
の
感
情
を
改
め
て
い
く
の
だ
が
、
二
人
の
対
応
が

趙
家
を
前
提
に
し
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
炳
午
は
再
婚
後
の
家

が
自
身
ら
と
同
じ
五
人
兄
弟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
も
う
一
度
我
々
を
育

て
る
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
八
一
）
と
推

察
す
る
。
ま
た
哲
午
は
、
祖
父
母
や
父
の
代
わ
り
に
「
趙
家
の
人
生
を
送
っ

て
き
た
人
と
し
て
」
（
九
五
）
義
母
が
帰
国
を
果
た
す
の
だ
と
思
い
、
自

身
を
抑
制
す
る
。
二
人
の
理
解
と
自
責
は
、
家
族
と
し
て
の
立
場
と
折
衷

し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
義
母
の
語
り
は
、
哲
午
や
兄
の
手
紙
を
経
由
し
、
間
接
的
に

趙
家
の
兄
妹
以
外
の
人
物
ら
に
も
届
く
。
哲
午
の
友
人
・
西
条
と
哲
午
の

妻
・
安
煕
で
あ
る
。
田
崎
英
明
は
、
「
証
言
」
を
語
る
声
と
聞
く
耳
に
は

つ
ね
に
「
ず
れ
」
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
語
り
手
と
聞
き
手
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の
間
で
証
言
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
も
と
の
聞

き
手
と
異
な
る
人
物
に
語
り
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
証
言
の
響
き
が
変

わ
っ
た
り
、
そ
れ
ま
で
証
言
と
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
声
が
、
見
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
田
崎
は
、
そ
の
よ
う
な
「
ず
れ
」

に
よ
っ
て
、
「
循
環
と
い
う
閉
じ
で
は
な
い
よ
う
な
も
の
と
し
て
証
言
が

我
々
の
も
と
に
届
く
し
、
我
々
は
ま
た
そ
れ
を
人
に
向
か
っ
て
語
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
気
に
も
な
っ
て
く
る
」
の
だ
と
し
た

（
（3
（

。
本
作
に
即
し
て
い
え

ば
、「
家
」
を
理
由
に
義
母
の
言
い
分
を
認
め
る
哲
午
と
次
兄
と
、「
独
白
」

に
は
「
ず
れ
」
が
あ
る
。
そ
し
て
、
次
節
か
ら
検
討
す
る
よ
う
に
西
条
と

安
煕
も
、
哲
午
ら
と
は
異
な
る
応
答
を
見
せ
る
の
だ
。
そ
の
様
相
を
、
ま

ず
は
西
条
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

四　

「
独
白
」
の
反
響

　

西
条
は
、
哲
午
の
高
校
時
代
の
友
人
で
、
当
時
「
千
代
田
」
と
名
乗
っ

て
い
た
哲
午
が
、
在
日
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
た
唯
一
の
人
物

で
あ
る
。
高
校
時
代
の
回
想
に
お
い
て
、
哲
午
が
、
自
身
の
本
名
が
「
趙
」

で
あ
り
、
「
お
れ
は
、
朝
鮮
人
な
ん
だ
よ
」
と
「
告
白
」
し
た
と
き
、
「
日

本
人
だ
っ
て
朝
鮮
人
だ
っ
て
、
ど
っ
ち
だ
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
気
に

す
る
方
が
変
だ
よ
。
お
れ
の
前
に
い
る
の
は
要
す
る
に
君
な
ん
だ
。
そ
れ

で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
（
六
二
）
と
返
さ
れ
る
。
哲
午
は
も
ど
か
し
さ
を

覚
え
る
が
、
西
条
に
は
理
解
さ
れ
な
い
。
哲
午
の
発
話
行
為
を
め
ぐ
る
齟

齬
は
、
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
失
敗

（
（3
（

」
と
理
解
で
き
よ
う
。
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
の
要
点
は
、
「
情
報
の
伝
達
」
で
は
な
く
、
語
る
側
と
語
ら
れ
る
側

の
双
方
向
的
な
行
為
に
よ
っ
て
生
成
す
る
「
新
し
い
関
係
性
を
め
ぐ
る
実

践
」
に
こ
そ
あ
る

（
（3
（

。
し
か
し
、
哲
午
の
決
死
の
「
告
白
」
は
、
ご
く
自
然

に
、
そ
れ
を
裁
決
す
る
立
場
に
身
を
置
く
西
条
に
、
変
化
を
も
た
ら
し
は

し
な
い
。

　

家
族
会
議
の
後
、
哲
午
は
、
「
わ
が
家
の
危
急
を
打
明
け
た
い
衝
動
」

（
六
〇
）
に
駆
ら
れ
、
一
〇
年
ぶ
り
に
西
条
に
会
お
う
と
、
電
話
で
ふ
た

た
び
本
名
を
告
げ
る
。
補
足
す
る
と
、
作
品
発
表
に
前
後
す
る
一
九
六
〇

年
代
後
半
、
兵
庫
県
下
の
高
校
で
は
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
出
身
の
生
徒

ら
が
学
園
闘
争
を
展
開
し
、
「
部
落
民
宣
言
」
と
「
朝
鮮
人
宣
言
」
の
萌

芽
が
生
じ
て
い
た

（
（3
（

。
島
崎
藤
村
『
破
戒
』
を
引
き
あ
い
に
出
し
た
「
告
白
」

の
回
想
と
二
度
の
名
乗
り
は
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
哲
午
か

ら
帰
郷
の
事
情
を
聞
い
た
西
条
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
趙
─
─
」
／
沈
黙
を
や
め
た
と
き
、
西
条
は
哲
午
の
本
名
を
呼
ん

だ
。
（
中
略
）

「
き
み
の
家
庭
で
現
に
起
こ
っ
て
い
る
不
幸
は
お
れ
に
と
っ
て
つ
ら

い
。
お
れ
と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
は
羞
か
し
さ
す
ら
感
じ
る
ん

だ
よ
。
こ
ん
な
形
で
言
う
の
が
適
切
か
ど
う
か
し
ら
ぬ
け
ど
、
き
み

ン
家
の
悲
劇
は
日
本
の
朝
鮮
合
併
に
端
を
発
し
て
い
る
ん
だ
も
ん

な
。
も
し
植
民
地
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
決
し
て
起
こ
ら
な
か
っ
た

そ
ん
な
家
庭
悲
劇
、
そ
れ
が
き
み
の
家
の
哀
し
み
だ
と
言
う
気
が
し

て
な
ら
ぬ
の
だ
。
お
れ
は
つ
い
い
ま
し
が
た
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
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ハ
ッ
と
し
た
ん
だ
。
あ
の
時
代
の
こ
と
が
今
に
ま
で
尾
を
引
き
、
し

か
も
友
人
の
き
み
の
家
庭
で
起
っ
て
い
る
な
ん
て
。
や
っ
と
お
れ

は
高
校
時
代
に
き
み
が
告
白
し
た
つ
ら
さ
も
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
て
き
た
よ
。
あ
の
と
き
朝
鮮
人
だ
と
告
げ
ら
れ
て
も
お
れ
は
そ
う

驚
か
な
か
っ
た
。
き
っ
と
お
れ
自
身
に
偏
見
が
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ

う
。
そ
の
か
わ
り
ど
こ
か
で
無
知
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
だ
。
（
中

略
）
な
に
か
お
れ
た
ち
日
本
人
は
き
み
ら
朝
鮮
人
の
も
つ
不
安
や
不

幸
を
身
近
に
知
ら
な
い
、
そ
の
こ
と
が
羞
か
し
い
し
、
つ
ら
い
気
が

し
て
さ
」
（
七
五

（
（3
（

）

　

西
条
が
か
つ
て
の
「
無
知
」
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
哲
午
の
決
意
を
一

蹴
で
き
る
こ
と
に
、
日
本
人
と
し
て
の
権
力
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
で

も
あ
る

（
（3
（

。
再
会
に
お
い
て
、
い
ち
ど
失
敗
し
た
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
は
、
時

を
経
て
引
き
受
け
直
さ
れ
た
。

　

で
は
、
西
条
の
変
化
は
、
何
に
起
因
す
る
も
の
か
。
哲
午
が
再
会
を
思

い
立
っ
た
契
機
は
、
「
異
常
な
深
夜
の
家
族
会
議
の
反
動
」
（
六
〇
）
と
さ

れ
る
。
哲
午
が
西
条
に
語
る
の
は
、
家
族
会
議
と
「
独
白
」
を
受
け
た
「
逡

巡
」
（
七
四
）
だ
。
も
と
も
と
哲
午
は
、
父
の
一
周
忌
の
際
、
義
母
に
再

婚
を
勧
め
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
哲
午
が
思
い
悩
む
の
は
、
断
ら
れ
る
と

期
待
し
て
勧
め
た
再
婚
話
が
現
実
味
を
も
ち
始
め
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

「
独
白
」
に
よ
っ
て
、
豊
子
と
義
母
の
苦
難
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
「
一
見
何

ご
と
も
な
い
よ
う
に
過
ご
し
て
い
て
も
、
憎
し
み
を
持
っ
て
い
る
」（
七
四
）

よ
う
に
一
家
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
だ
。
む
ろ
ん
こ
の
場
面
で
の
語
り
手

は
哲
午
で
あ
り
、
西
条
が
義
母
の
声
を
直
接
に
耳
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
哲
午
は
「
独
白
」
を
自
身
の
中
で
完
結
さ
せ
え
な
か
っ
た
か
ら
こ

そ
、
西
条
に
語
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
哲
午
の
語
り
に
は
、義
母
の
「
独

白
」
の
響
き
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
西
条
の
変
化
は
、
か
つ
て
の
哲
午

の
葛
藤
が
理
解
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
義
母
の
「
独
白
」
が
別
の

宛
先
へ
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

炭
鉱
町
に
生
ま
れ
た
西
条
が
、
再
会
時
に
は
閉
山
間
際
の
炭
鉱
の
生
協

で
働
い
て
い
る
こ
と
も
象
徴
的
だ
。
本
作
の
発
表
に
前
後
し
て
、
「
脱
・

石
炭
」
的
状
況
が
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
を
受
け

（
（3
（

、
北
海
道
で
は
二
〇
〇

の
炭
鉱
の
う
ち
七
三
が
閉
山
す
る

（
（3
（

。
樺
太
に
渡
っ
た
多
く
の
朝
鮮
人
の
居

住
地
が
炭
鉱
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば

（
（3
（

、
西
条
が
哲
午
一
家
に
透
か

し
み
る
「
朝
鮮
人
の
も
つ
不
安
や
不
幸
」
は
、
戦
前
・
戦
中
の
樺
太
の
炭

鉱
へ
の
移
動
を
磁
場
に
生
じ
た
経
験
で
も
あ
る
。
哲
午
が
媒
介
す
る
「
独

白
」
は
、
西
条
に
至
り
、
家
族
の
悲
劇
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
「
朝
鮮
合

併
に
端
を
発
し
て
い
る
」
日
本
の
歴
史
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

次
に
妻
・
安
煕
で
あ
る
。
再
婚
を
決
め
た
義
母
の
こ
と
を
、
二
人
は
幼

い
息
子
に
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
し
て
い
た
。
先
に
、
次
兄
か
ら
届
い
た

手
紙
を
読
ん
だ
安
煕
は
、
こ
の
よ
う
な
哲
午
の
態
度
を
「
オ
モ
ニ
の
痕
跡

を
趙
家
か
ら
消
そ
う
と
す
る
大
人
の
押
し
つ
け
」
（
一
〇
）
と
い
う
。
安

煕
は
、
哲
午
の
趙
家
へ
の
執
着
を
看
破
し
、
義
母
を
家
の
犠
牲
と
す
る
こ

と
を
諌
め
る
。
義
母
の
決
意
を
後
押
し
す
る
際
、
安
煕
は
、
大
学
院
に
通

う
自
身
と
異
な
り
、
小
学
校
に
通
わ
ず
、
家
計
簿
に
使
う
数
字
の
書
き
方

を
知
ら
な
か
っ
た
義
母
に
は
想
像
も
及
ば
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
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り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
決
断
を
理
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。
さ
ら

に
は
、
か
つ
て
樺
太
で
義
母
が
酌
婦
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
安
煕
か

ら
語
ら
れ
る
。
一
章
で
、
実
は
豊
子
の
実
母
は
義
母
の
友
人
で
、
酌
婦
だ
っ

た
と
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
安
煕
の
言
葉
は
、
義
母
が
直
接
語
っ

た
の
で
は
な
い
経
験
を
補
い
、「
独
白
」
に
新
た
な
輪
郭
を
与
え
る
も
の
だ
。

　

哲
午
ら
の
暮
ら
し
て
い
た
樺
太
・
真
岡
近
辺
で
は
、
基
幹
産
業
と
な

る
大
泊
・
泊
居
・
豊
原
・
真
岡
・
落
合
の
製
紙
・
パ
ル
プ
工
場
が
大
正

前
期
に
各
地
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
建
設
作
業
員
が
流
入
し
、
第
一
次

大
戦
に
よ
る
好
況
と
と
も
に
、
売
買
春
営
業
が
拡
大
す
る
。
原
則
と
し

て
、
日
本
人
女
性
以
外
の
芸
妓
・
酌
婦
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
樺
太

で
は
、
一
九
二
五
年
に
日
ソ
基
本
条
約
が
締
結
さ
れ
、
北
サ
ハ
リ
ン
か
ら

移
住
し
て
き
た
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
料
理
屋
が
開
業
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
数

の
朝
鮮
人
酌
婦
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

（
（4
（

。
一
九
二
五
年
時
点
で
、
朝

鮮
半
島
を
除
く
帝
国
日
本
内
で
は
、
台
湾
も
含
め
た
帝
国
領
内
全
体
の
朝

鮮
人
酌
婦
の
う
ち
、
約
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
樺
太
に
集
中
し
て
い
た
。
し

か
し
、
建
前
上
は
日
本
人
男
性
と
朝
鮮
人
男
性
が
、
と
も
に
同
地
の
「
国

内
化
」
を
進
め
る
原
動
力
と
し
て
同
一
視
さ
れ
た
一
方
、
朝
鮮
人
酌
婦
は
、

日
本
人
男
性
に
と
っ
て
は
「
好
奇
心
」
に
み
ち
た
「
玩
弄
物
視
」
の
対
象

で
、
朝
鮮
人
経
営
者
に
と
っ
て
は
帝
国
に
お
け
る
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
商

売
道
具
と
み
な
さ
れ
た

（
（4
（

。

　

哲
午
は
安
煕
の
態
度
を
、
兄
の
手
紙
に
触
発
さ
れ
た
も
の
だ
と
捉
え
る

が
、
そ
の
主
眼
は
異
な
る
。
手
紙
の
中
で
は
、
家
庭
内
で
義
母
が
顧
み
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
み
が
語
ら
れ
る
の
に
対
し
、
安
煕
が
補
完
す
る

の
は
趙
家
に
や
っ
て
来
る
以
前
の
経
験
だ
。
そ
れ
は
、
趙
家
に
入
っ
て
以

後
の
、
家
族
の
離
散
を
め
ぐ
る
物
語
と
し
て
は
前
景
化
さ
れ
な
い
。
安
煕

は
、
「
痕
跡
を
趙
家
か
ら
消
そ
う
と
す
る
」
こ
と
に
対
し
、
趙
家
の
母
と

し
て
の
姿
を
残
そ
う
と
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、
義
母
の
過
去
の
痕
跡
を
言

い
添
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
安
煕
は
趙
家
の
母
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
樺
太
に
渡
航
し
た
朝
鮮
人
女
性
の
訴
え
と
し
て
、
そ
の
声
を

受
け
止
め
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
と
き
、
義
母
の
「
独
白
」
は
、
戦

前
・
戦
中
か
ら
樺
太
の
日
本
人
社
会
と
朝
鮮
人
社
会
の
双
方
か
ら
抑
圧
さ

れ
、
戦
後
も
家
族
に
身
を
捧
げ
た
女
性
の
経
験
ゆ
え
に
発
さ
れ
た
も
の
と

し
て
響
い
て
い
る
。

　

最
後
に
、
西
条
や
安
煕
と
、
哲
午
の
義
母
の
「
独
白
」
に
対
す
る
受
け

取
り
方
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。
義
母
の
「
独
白
」
の
直
接
の
「
聞
き
手
」

で
あ
っ
た
哲
午
は
、
そ
の
言
葉
に
戸
惑
い
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
他
者

に
伝
え
る
役
割
を
担
う
。
大
門
正
克
は
、
聞
き
手
は
語
り
手
の
語
り
を
引

き
出
す
役
割
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
戦
争
や
植
民
地
で
の
体
験

を
聞
く
と
き
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
ら
い
い
の
か
、
試
行
錯

誤
す
る
姿
に
よ
っ
て
、
戦
争
や
植
民
地
を
め
ぐ
る
問
題
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
と
し
た

（
（4
（

。
義
母
の
「
独
白
」
を
あ
く
ま
で
家
族
の
問
題
と
し
て
受
け

止
め
よ
う
と
す
る
哲
午
の
姿
は
、
「
家
」
か
ら
離
れ
、
植
民
地
期
の
朝
鮮

人
女
性
の
生
を
そ
の
ま
ま
に
語
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

一
方
で
、
本
作
は
、
義
母
の
再
婚
を
家
族
の
離
散
と
し
て
の
み
描
く
の
で

は
な
い
。
哲
午
の
逡
巡
に
よ
っ
て
、
義
母
の
「
独
白
」
は
西
条
や
安
煕
に

も
届
く
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
作
は
、
「
独
白
」
自
体
が
力
を
も
つ
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よ
う
に
、
義
母
の
声
が
哲
午
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
さ
ら
に
別
の
人
々

へ
も
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
李
恢
成
に
よ
る
二
作
を
取
り
上
げ
、
「
樺
太
／
サ
ハ
リ
ン
」

を
め
ぐ
る
開
拓
と
占
領
が
、
二
人
の
女
性
の
生
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し

て
き
た
。
『
砧
を
う
つ
女
』
で
は
、
語
り
手
が
、
祖
母
と
父
が
母
を
語
る

声
の
「
聞
き
手
」
と
な
る
こ
と
で
、
死
後
に
も
、
母
を
ひ
と
つ
の
像
に
回

収
し
よ
う
と
す
る
力
学
自
体
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え
で

語
り
手
は
、
両
者
の
語
り
に
収
斂
し
な
い
述
伊
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
余
地

を
与
え
て
い
る
。
『
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
』
で
は
、義
母
の
再
婚
と
「
独
白
」

が
趙
家
に
転
機
を
も
た
ら
す
こ
と
と
並
行
し
、
間
接
的
な
宛
先
で
あ
る
西

条
と
安
煕
に
お
い
て
は
、
義
母
の
語
り
が
「
母
」
の
喪
失
と
は
異
な
る
文

脈
で
受
け
取
ら
れ
て
い
た
。
声
は
、「
合

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

唱
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、「
単

独
性
を
残
し
な
が
ら
、
他
者
に
ぶ
つ
か
り
、
反
響
を
残
し
、
新
し
い
「
声
」

を
呼
び
覚
ま
」

（
（4
（

す
。
『
砧
を
う
つ
女
』
で
は
、
語
り
手
は
祖
母
と
父
の
声

に
触
発
さ
れ
、
そ
の
声
を
残
し
な
が
ら
、
同
時
に
母
を
張
述
伊
と
し
て
語

る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。
ま
た
『
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
』
で
は
、
義
母

の
「
独
白
」
に
よ
っ
て
逡
巡
す
る
哲
午
の
言
葉
は
、
趙
家
の
悲
劇
と
し

て
の
み
で
な
く
、
義
母
の
声
を
残
し
た
も
の
と
し
て
西
条
や
安
煕
に
響
く
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
作
は
、
語
る
こ
と
、
あ
る

い
は
そ
の
声
を
聞
く
こ
と
の
も
た
ら
す
動
的
な
作
用
を
、
描
い
た
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
描
か
れ
る
二
人
の
「
母
」
の
物
語
は
、
樺

太
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
開
発
に
連
動
し
て
お
り
、
炭
鉱
労
働
者
、
あ
る

い
は
産
業
開
発
に
よ
る
人
工
流
入
と
と
も
に
増
加
し
た
酌
婦
と
し
て
の
朝

鮮
人
女
性
の
生
の
一
端
で
も
あ
っ
た
。
近
年
の
炭
鉱
研
究
で
は
、
二
節
で

述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
朝
鮮
人
女
性
に
関
わ
る
資
料
に
制
約
が
あ
り
、
森

崎
和
江
や
井
手
川
泰
子
に
よ
る
「
聞
き
書
き
」
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
（
（4
（

。
李
恢
成
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
は
む
ろ
ん
小
説
で
あ
る
が
、
歴
史
上
に
姿

を
あ
ら
わ
す
こ
と
の
難
し
い
女
性
ら
の
声
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

新
た
な
資
料
発
掘
が
急
が
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
問
わ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
、
樺
太
の
朝
鮮
人
女
性
ら
の
姿
を
取
り
上
げ
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

注
（
１
）
天
野
尚
樹
「
樺
太
に
お
け
る
「
国
内
植
民
地
」
の
形
成
」
『
帝
国
日

本
の
移
動
と
動
員
』
今
西
一
、
飯
塚
一
幸
編
、
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
八
年
、
一
一
三
〜
一
四
四
頁
。

（
２
）
村
田
裕
和
「
特
集　

廃
墟
の
空
間
論
・
帰
郷
の
反
美
学
」
『
フ
ェ
ン

ス
レ
ス
』
三
号
、
二
〇
一
五
年
、
二
頁
。

（
３
）
朴
裕
河
「
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
文
学
の
再
編
」
『
思
想
』

九
五
五
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
四
〜
一
二
五
頁
。
平
田
由
美
「
《
国

＝
家
の
物
語
》
を
組
み
替
え
る
」
同
誌
同
号
、
一
二
六
〜
一
四
七
頁
。

（
４
）
「
内
向
の
世
代
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
以
下
を
参
照
。
竹
永
知
弘
「
小
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特
集
に
よ
せ
て

─
五
〇
年
目
の
「
内
向
の
世
代
」

─
」
『
神
戸

大
学
国
文
論
叢
』
五
三
号
、
二
〇
一
八
年
、
三
八
〜
四
一
頁
。
一
方
、

近
年
は
内
向
の
世
代
の
作
品
を
非
政
治
的
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、

社
会
性
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
本
昭
宏
「
記
憶

す
る
身
体
、
「
群
棲
」
す
る
時
空
間
」
（
同
特
集
、
七
三
〜
八
五
頁
）

の
黒
井
千
次
論
や
、
李
承
俊
『
疎
開
体
験
の
戦
後
文
化
史
』
（
青
弓
社
、

二
〇
一
九
年
）
な
ど
。

（
５
）
林
浩
治
「
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
」
と
は
何
か
」『
世
界
文
学
』
九
六
号
、

二
〇
〇
二
年
、
八
頁
。
林
は
、
在
日
朝
鮮
人
文
学
の
史
的
展
開
を
辿

る
な
か
で
、
磯
田
光
一
（
松
原
新
一
、
秋
山
駿
『
戦
後
日
本
文
学
史
・

年
表
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
や
久
保
田
正
文
『
昭
和
文
学
史
論
』

（
講
談
社
、
一
九
八
五
年
）
を
引
き
、
「
内
向
の
世
代
」
と
在
日
朝
鮮

人
文
学
が
対
照
的
に
見
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
６
）
「
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
」
群
像
新
人
文
学
賞
受
賞
時
の
選
評
よ
り
、

安
岡
章
太
郎
「
文
体
の
特
性
」（
『
群
像
』
二
四
巻
六
号
、
一
九
六
九
年
、

一
三
八
頁
）
。

（
７
） 

李
恢
成
『
伽
倻
子
の
た
め
に
』
（
新
潮
社
、
一
九
七
〇
年
）
刊
行
時

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
、
大
江
健
三
郎
「
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
李
恢

成
」
を
参
照
。
た
だ
し
引
用
は
、
北
海
道
立
文
学
館
編
『
李
恢
成
の

文
学
』
（
北
海
道
立
文
学
館
、
二
〇
一
二
年
、
三
四
〜
三
五
頁
）
に

拠
る
。

（
８
）
「
正
統
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
」
群
像
新
人
文

学
賞
受
賞
時
の
選
評
の
、
大
江
健
三
郎
「
「
正

オ
ー
タ
ン
テ
イ
ク

統
的
な
在
日
朝
鮮
人
」

（
注
６
と
同
掲
書
、
一
三
四
頁
）
に
拠
る
。
文
学
史
を
記
述
す
る
際

に
も
、
た
と
え
ば
竹
田
青
嗣
が
「
在
日
の
文
学
」
を
「
民
族
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
危
機
の
な
か
で
の
、
彼
ら
の
苦
悩
と
抵
抗
を
強

く
あ
ら
わ
し
」
た
文
学
と
し
（
「
在
日
の
文
学
」
『
戦
後
史
大
事
典　

一
九
四
五
─
二
〇
〇
四　

増
補
新
版
』
佐
々
木
毅
、
鶴
見
俊
輔
ほ
か

編
、
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
、
三
三
〇
頁
）
、
川
村
湊
は
こ
れ
を
引
き
、

竹
田
の
定
義
す
る
文
学
に
は
と
く
に
第
二
世
代
の
文
学
が
当
て
は
ま

る
と
、
そ
の
担
い
手
に
李
恢
成
を
挙
げ
る
（
『
戦
後
文
学
を
問
う
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
一
〜
二
〇
五
頁
）
。

（
９
）
た
と
え
ば
、
金
壎
我
『
在
日
朝
鮮
人
女
性
文
学
論
』(

作
品
社
、

二
〇
〇
四
年)

、
宋
恵
媛
『
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
史
」
の
た
め
に
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
、
康
潤
伊
「
在
日
朝
鮮
人
文
学
研
究

─
「
語

る
資
格
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
二
〇
二
〇
年
に
早
稲
田
大
学
へ
博
士
論

文
と
し
て
提
出
）
な
ど
。

（
10
）
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
「
聞
き
書
き
」
の
歴
史

性
を
整
理
し
た
も
の
に
、
大
門
正
克
『
語
る
歴
史
、
聞
く
歴
史
』
（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
戦
争
体
験
を
、

聞
き
取
り
か
ら
歴
史
的
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
に
、
森
茂
起
、

港
道
隆
編
『
〈
戦
争
の
子
ど
も
〉
を
考
え
る
』
（
平
凡
社
、
二
〇
一
二

年
）
が
あ
る
。

（
11
）
佐
藤
泉
「
記
録
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
文
学
性
」
『
思
想
』
一
一
四
七

号
、
二
〇
一
九
年
、
六
一
〜
七
五
頁
。

（
12
）
佐
藤
泉
「
『
苦
海
浄
土
』
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
栄
耀
栄
華
」
」
（
『
叙
説
』
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二
〇
一
三
年
、
二
四
〜
三
九
頁
。

（
13
）
成
田
龍
一
『
「
戦
争
経
験
」
の
戦
後
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、

一
九
一
頁
。

（
14
）
引
揚
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
作
中
で
は
日
本
人
と
偽
っ
て
密
航

し
た
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
長
兄
が
日
本
人
の
引
揚
げ
業
務
を
取

り
扱
う
民
政
署
の
朝
鮮
語
通
訳
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
祖
国
帰
還

の
希
望
を
ソ
連
人
上
司
に
訴
え
、
「
朝
鮮
国
籍
」
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

手
に
入
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。
参
照
は
、
三
田
英
彬
『
棄
て

ら
れ
た
四
万
三
千
人
』(

三
一
書
房
、
一
九
八
一
年)

ほ
か
、
梁
明

心
「
李
恢
成
文
学
に
お
け
る
「
サ
ハ
リ
ン
」
」（
『
国
文
論
叢
』
四
一
号
、

二
〇
〇
九
年
、
三
八
〜
四
八
頁
）
。

（
15
）
金
貞
愛
「
拡
散
す
る
〈
身
勢
打
鈴
〉
」
『
第
二
六
回
国
際
日
本
文
学

研
究
集
会
会
議
録
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
一

〜
一
六
二
頁
。
ま
た
、
金
貞
愛
「
日
本
に
お
け
る
在
日
コ
リ
ア
ン
文

学
受
容
の
一
側
面
」
（
『
文
学
研
究
論
集
』
三
二
号
、
二
〇
一
四
年
、

一
〜
一
八
頁
）
も
参
照
。

（
16
）
西
成
彦
「
在
日
朝
鮮
人
作
家
の
「
母
語
」
問
題
」
『
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

な
夢
と
憂
鬱
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
九
〜
一
八
五
頁
。

山
﨑
正
純
「
李
恢
成
論
」
『
戦
後
〈
在
日
〉
文
学
論
』
洋
々
社
、

二
〇
〇
三
年
、
七
一
〜
九
七
頁
。

（
17
）
林
相
珉
「
「
仕
方
な
く
や
る
」
生
」『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
一
九
号
、

二
〇
〇
六
年
、
一
四
五
〜
一
五
六
頁
。

（
18
）
朴
裕
河
、
注
３
と
同
掲
書
一
一
六
～
一
一
九
頁
。

（
19
）
北
海
道
立
文
学
館
、
注
７
と
同
掲
書
、
付
属
年
譜
。
実
際
に
は
、

一
九
四
〇
年
と
さ
れ
る
。

（
20
）
朴
慶
植
『
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配　

下
』
青
木
書
店
、

一
九
七
三
年
、
五
七
〜
五
九
頁
。

（
21
）
外
村
大
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、

五
八
、
九
七
〜
一
〇
〇
頁
。

（
22
）
朴
裕
河
、
注
３
と
同
掲
書
、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
。

（
23
）
李
恢
成
「
著
者
か
ら
読
者
へ　

ど
う
か
わ
が
故
郷
を
た
ず
ね
て
ほ

し
い
」
『
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
・
砧
を
う
つ
女
』
講
談
社
、

一
九
九
一
年
、
二
七
四
頁
。

（
24
）
西
成
彦
、
注
16
と
同
掲
書
、
一
五
五
頁
。

（
25
）
李
恢
成
『
可
能
性
と
し
て
の
「
在
日
」
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、

一
三
三
〜
一
四
七
頁
。

（
26
） S

m
i
t
h
,
D
o
n
a
l
d
,
W
.
(
2
0
1
6
)
.
D
i
g
g
i
n
g
 
t
h
r
o
u
g
h
 
L
a
y
e
r
s
 
o
f
 

C
l
a
s
s
,
G
e
n
d
e
r
 
a
n
d
 
E
t
h
n
i
c
i
t
y
:
 
K
o
r
e
a
n
 
W
o
m
e
n
 
M
i
n
e
r
s
 
i
n
 

P
o
s
t
w
a
r
 
J
a
p
a
n
.
I
n
:
I
K
u
n
t
a
l
a
 
L
a
h
i
r
i
-
D
u
t
t
 
a
n
d
 
M
a
r
t
h
a
 

M
a
c
i
n
t
y
r
e
(
E
d
.
)
, W
o
m
e
n
 
M
i
n
e
r
s
 
i
n
 
D
e
v
e
l
o
p
i
n
g
 
C
o
u
n
t
r
i
e
s
:
 
p
i
t
 

w
o
m
e
n
 
a
n
d
 
o
t
h
e
r
s
,
 
1
1
1
-
1
3
0
.
 
N
e
w
 
Y
o
r
k
:
 
R
o
u
t
l
e
d
g
e
.

（
27
）
梁
明
心
、
注
14
と
同
掲
書
。

（
28
）
川
原
崎
尚
子
「
李
恢
成
「
ま
た
ふ
た
た
び
の
道
」
試
論
」
『
藤
女
子

大
学
国
文
学
雑
誌
』
三
七
号
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
三
〜
一
一
八
頁
。

（
29
）
金
貞
愛
「
樺
太
／
日
本
／
朝
鮮
の
異
邦
人
」
『
跨
境　

日
本
語
文
学

研
究
』
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
一
〜
一
五
二
頁
。
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（
30
）
た
と
え
ば
、
湯
浅
朝
雄
は
義
母
を
め
ぐ
る
一
家
の
変
遷
を
骨
組
み

と
認
め
な
が
ら
も
、
「
作
品
の
主
要
な
意
味
を
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て

て
見
よ
う
と
は
全
く
思
わ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
参
照
は
、
「
侮

蔑
と
誇
り
と
」
（
『
新
日
本
文
学
会
』
二
四
巻
七
号
、
一
九
六
九
年
、

二
〇
三
頁
）
。

（
31
） 

崎
山
政
毅
、
田
崎
英
明
、
細
見
和
之
『
歴
史
と
は
何
か
』
河
出
書

房
新
社
、
一
九
九
八
年
、
一
九
〇
頁
。
本
書
は
鼎
談
か
ら
成
り
、
こ

こ
で
は
慰
安
婦
証
言
を
め
ぐ
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
外
見
か
ら
判
断
し
得
な
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
口
に
す
る
点
か

ら
、
「
在
日
の
「
本
名
宣
言
」
と
い
わ
れ
る
一
大
決
心
は
、
同
性
愛

者
の
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
と
き
わ
め
て
似
た
現
象
」
で
あ
る
と
い

う
。
参
照
は
、
キ
ー
ス
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
、
風
間
孝
、
河
口
和
也
『
ゲ

イ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
（
青
土
社
、
一
九
九
七
年
、
一
五
二
頁
）
。

（
33
）
森
山
至
貴
『
ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
学
』
勁
草
書
房
、

二
〇
一
二
年
、
一
二
三
頁
。

（
34
）
金
一
勉
『
朝
鮮
人
が
な
ぜ
「
日
本
名
」
を
名
の
る
の
か
』
三
一
書
房
、

一
九
七
八
年
、
二
二
三
、
二
二
四
頁
。

（
35
）
こ
の
発
言
は
単
行
本
刊
行
時
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
新
人

賞
受
賞
時
に
野
間
宏
か
ら
、
西
条
と
い
う
人
物
が
生
か
さ
れ
て
い
な

い
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
に
応
答
し
て
修
正
さ
れ
た
も
の
と
す

る
指
摘
が
あ
る
。
参
照
は
、
金
貞
愛
、
注
29
と
同
掲
書
、
一
四
九
頁
。

（
36
） 

イ
ヴ
・
コ
ゾ
フ
ス
キ
ー
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
カ
ミ
ン
グ
・
ア
ウ

ト
と
は
「
権
力
を
伴
う
無
知
」
を
そ
れ
が
装
う
空
洞
や
空
白
と
し
て

で
は
な
く
、
「
重
み
の
あ
る
、
領
有
さ
れ
た
、
認
識
論
上
の
場
」
た

る
「
無
知
」
と
し
て
暴
く
行
為
だ
と
す
る
（
外
岡
尚
美
訳
『
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
の
認
識
論
』
青
土
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
〇
頁
）
。

（
37
）
島
西
智
輝
『
日
本
石
炭
産
業
の
戦
後
史
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
一
年
、
三
四
七
頁
。

（
38
）
杉
山
伸
也
、
牛
島
利
明
「
序
章
」
『
日
本
石
炭
産
業
の
衰
退
』
杉
山

伸
也
、
牛
島
利
明
編
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、

一
五
頁
。

（
39
）
竹
野
学
「
樺
太
か
ら
の
日
本
人
引
揚
げ
（
一
九
四
五
〜
四
九
年
）
」『
日

本
帝
国
崩
壊
期
「
引
揚
げ
」
の
比
較
研
究
』
今
泉
裕
美
子
、
柳
沢
遊
、

木
村
健
二
編
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
三
四
〜

二
三
五
、
二
五
八
頁
。
竹
野
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
二
年
時
点
の
樺
太

で
は
、
総
人
口
四
〇
万
四
九
二
〇
人
の
う
ち
、
日
本
人
は

三
八
万
三
〇
八
九
人
（
九
四
・
六
％
）
、
次
い
で
朝
鮮
人
が

二
万
一
六
九
九
人
（
五
・
三
％
）
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
朝
鮮
人
の

居
住
地
域
は
炭
鉱
地
域
が
中
心
だ
っ
た
と
い
う
。
注
記
す
れ
ば
、

一
九
三
三
年
か
ら
石
炭
需
要
が
急
騰
し
た
こ
と
で
樺
太
の
炭
鉱
開
発

は
内
地
移
入
用
に
本
格
化
し
て
お
り
、
李
恢
成
の
両
親
が
樺
太
に

渡
っ
た
の
も
こ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
参
照
は
、
三
木
理
史
「
炭

鉱
で
生
き
る
人
び
と
、
一
九
二
五
〜
三
六
年
」
（
『
樺
太
四
◯
年
の
歴

史
』
原
暉
之
、
天
野
尚
樹
編
、
一
般
社
団
法
人
全
国
樺
太
連
盟
、

二
〇
一
七
年
、
一
五
七
～
一
九
六
頁
）
。

（
40
）
井
澗
裕
「
明
治
大
正
期
の
樺
太
・
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
公
娼
と
半
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公
娼
」
注
１
と
同
掲
書
、
二
〇
一
八
年
、
二
四
〇
〜
二
七
四
頁
。

（
41
）
天
野
尚
樹
、
注
１
と
同
掲
書
、
一
三
〇
〜
一
三
八
頁
。

（
42
）
大
門
正
克
、
注
10
と
同
掲
書
、
八
九
頁
。

（
43
）
西
成
彦
『
声
の
文
学
』
新
曜
社
、
二
〇
二
一
年
、
一
一
五
頁
。

（
44
）B

u
r
t
o
n
,
D
o
n
a
l
d
,
W
.
(
2
0
1
4
)
.
Coal-Mining Women In Japan.

 
N
e
w
 

Y
o
r
k
:
 
R
o
u
t
l
e
d
g
e
.

【
付
記
】
本
文
引
用
は
、
『
〈
在
日
〉
文
学
全
集
第
四
巻　

李
恢
成
』
（
磯
貝

治
良
、
黒
古
一
夫
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
に
拠
り
、
論
文

中
で
は
頁
数
の
み
を
表
記
し
た
。
ル
ビ
や
参
考
資
料
の
副
題
は
適
宜

省
略
し
た
。
引
用
文
中
の
（
中
略
）
、
／
（
改
行
）
、
〔　

〕
（
注
記
）

は
奥
村
に
よ
る
。
ま
た
、
歴
史
性
を
考
慮
し
一
九
〇
五
年
の
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
か
ら
四
五
年
時
点
ま
で
日
本
領
と
さ
れ
て
い
た
土
地
を

「
樺
太
」
と
表
記
し
、ソ
連
統
治
下
に
置
か
れ
て
以
降
は
「
サ
ハ
リ
ン
」

と
表
記
す
る
。
な
お
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
奨
励

金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま

た
本
稿
の
一
部
は
、
日
本
近
代
文
学
会
・
昭
和
文
学
会
・
日
本
社
会

文
学
会
合
同
国
際
研
究
集
会
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
八
日
、
於
二

松
学
舎
大
学
）
で
の
パ
ネ
ル
「
関
係
性
の
回
路
を
読
み
直
す

─
日

本
語
文
学
研
究
に
お
け
る
脱
中
心
化
の
〈
そ
の
先
〉
」
に
お
け
る
口

頭
発
表
に
よ
る
。
会
場
内
外
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 
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